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背負動散機 の流 し多 口噴頭による粒状肥料散布特性
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表 1 供試動散機諸元 (機種MD-150)
1 ま え が き

背負式動散機は,一般農薬である粉剤,微粒剤及び液剤

の散布の外に粒状肥料,種淑などの散布にも利用が試みら

れるようになつてきた。それに伴い追月tlRの 肥料も粒の形

状が針状結晶粒,多角形粒から球粒に変わる傾向が見られ

ている。しかし,水稲の追肥作業には動散機利用技術が実

用化されておらず,ほとんどが人力手作業で行われており,

作業能率が 1時間当り20a程度と比較的低く,遺肥の適期

を失している場合が少なくない。叉,手作業では丁寧に散

布しても散布量の変異係数で35%以上とみられ,散布の均

―性が劣る。一方,動散機によって追肥を施用する場合の

施肥量は,10a当 り15″程度であるが,肥料の性状による

毎分吐出量や,作業中の作業速度が不明であり,作業精度

に不安であるが勘に頼つて作業を進めなければならない現

状である。そこで,適期追肥を手軽に, しかも,散布精度

の高い作業方法が要求されている。筆者らは先に,背負動

散機の20π多ロホース噴頭を用い,細粒肥料を往復散布す

ると比較的均―に散布できることを知つた。 しかし,組作

業人員,ホースの耐久性等の問題もあり,個別作業では粒

剤流 し多口噴頭利用の作業ができれば,更に有利性が高い

とみられることから細粒肥料,普通粒肥料の散布精度につ

いて検討したのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

試験期日:昭和52年 5月 12日 (晴れ,微風 )。

試験場所 :秋田県農業試験場屋外敷地。

供試動散機 :丸山MD-150の 諸元は表 1の とおりである。

供試噴頭 :粒剤用流し多口噴頭。

供試肥料 :硫加鱗安12号 (13-17-12)細 粒,同軸

粒の形状は表 2に示すように粒径は細粒肥料が168"～

119"で 77%,普通粒肥料では238“～ 168“で89%を 占

める肥料である。その外性状は表 3の通 りである。動散機

の吐出量はエンシン回転数を最大とし,薬剤タンクを満タ

ン状態からシヤッタ=開度調節により,30秒間の吐出量を
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表 3 粒状肥料の性状
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粋量して 1分当りに換算した。落下畳分布は背費動散機の

噴頭傾斜をほぼ45度 にし,噴頭直下から1巴料飛散方向に

025イの受箱(50"X50の X10")を 1列に並べて,受箱

並列方向と直角に歩行散布して,散布時の受箱内落下量を

粋量 した。
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表 2 粒状llE料の粒径分布
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試 験 結 果

1 シヤンタ~開度と毎分吐出量の関係は図 1に 示すよ

うに,1じ料の粒径が異なる細粒1じ料,普通粒肥料いずれの

場合も,シ ャッター開度を大きくするにしたがいはぼ直線

的に増加する。つまり,細粒肥料ではシャノタ~開度が 5/8

で毎分吐出量が48り, 6/8で は 72均 であり, これが普

通粒肥料ではそれぞれ46り ,75″ となり,粒径の異なる

材質の差はほとんどみられず, しかも薬剤′ンクヘの供給

量の多少による吐出量への影響はIま とんどみられなかった。

2流 し多口噴頭による肥料の散布では,噴頭を起点にし

て細粒肥料でおよそ70度 .普通粒肥料で40度のほぼ扇状に

散布され,肥料の飛散距離は粒径の大きい普通粒肥料で長

くなる。

3流し多口噴頭を歩行方向に対 して直角に向け,噴頭の

保持角度をほぼ

“

度に手持ちし,片道散布したのが図2の

落下量分布である。細粒肥料,普通粒肥料ともに作業速度

は 045滉/Sec.,シ ャッター開度を6/8で散布すると,月巴

料の飛散距離は,お よそ細粒肥料で142,普通粒肥料では

20れ であった。平均落下量は025ア 当り細粒肥料,普通粒

肥料それぞれ395′ , 212θ であり,吐出口から細粒肥料

は8れ～135れ ,普通粒肥料では852～ 175mの間が比

較的落下量が多く,平均落下量に対 して細粒月E料 は176%,

普通粒肥群で 171%と なつた。飛散距離による散布量のむ

らを025″ 当りの落下量を変異係数でみると細粒肥料73%,

普通粒肥料69%と いずれも大きい。

4背負動散機流 し多口噴頭による追肥作業を18れ 幅の10

a区画田を想定し,往復散布してその落下量の分布をみた

のが図 3である。作業速度(0452/30C),シ ャッター

開度 (6/8)は 片道散布の場合と同様である。落下量の分

布は,細粒肥料では飛散距離による中高のむらがいっそう

拡大され,変異係数で81%と なった。また,普通rif肥料で

は中高のむらが解消され,変異係数 138%と 著 しく均―に

散布できた。

県内で比較的多い18η 幅の 10a水田での追肥作業は, N

成分 2り/10aを施用するとすれば,N13%の 普通粒肥料

をおよそ 154的/10a施用するのであるから,シ ャッター

開度を5/8に セットし(46り/min),長辺 545屁 に添っ

て作業速度 054れ/Secで ,噴頭を畦畔から回場中央に向

け,往復散布すれば10a約 45分 の作業が見込める。 しか

し,実際には薬剤タンクの容量が約10協であるので,作業

途中で一度肥料の補給を行 う必要があり,こ の時間 を見込

んでも10a約 5分程度の作業が可能で,人力手作業のおよ

5      10      15

散布機か らの飛散距離 (“ )

図2 片道散布による落下量の分布
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図 3 往復散布による落下量の分布

そ6倍の作業量が期待できる。

なお,風向,風速が散布作業精度に及ぼす影響,及び圃

場の形状と作業方法について今後更に検討を進めたい。

毎
分
吐
出
量
ル

%%%%%
シャッター開度

‐40フ

図 1 シャッター開度と吐出量 (ち/min)

%%%/%
シャ ′ター開度

２

”
当
り
落
下
量

７

″
″
当
り
落
下
量
フ

めま


